
自
力
と
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も

経
済
の
低
迷
が
続
き
「
ア
ジ
ア
の
病
人
」
と
椰
楡
さ
れ
て
き
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
景
気
が
い
い
。

株
価
は
史
上
最
高
値
を
更
新
。
２
０
５
０
年
に
は
東
南
ア
ジ
ア
¨
の
経
済
大
国
に
な
る

と
の
リ
ポ
ー
ト
も
発
表
さ
れ
た
。
「
ア
ジ
ア
の
虎
」
に
な
る
日
は
来
る
か
？

マ
ニ
ラ
を
訪
問
し
た
国
際
通
貨
基

金

（Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
ラ
ガ
ル
ド
専
務
理

事
は
Ｈ
月
１６
日
、
マ
ラ
カ
ニ
ア
ン
宮

殿
で
記
者
会
見
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が

今
年
、
来
年
と
も
に
５
％
程
度
の
実

質
経
済
成
長
を
達
成
す
る
と
の
見
通

し
を
示
し
た
。
そ
の
？ゝ
え
で

「
フ
ィ

リ
ピ
ン
は
世
界
的
な
金
融
危
機
の
今

年
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
成
長
予
測
を
引
き
上

げ
た
唯

一
の
国
だ
」
と
評
価
し
た
。

ア
ジ
ア
開
発
銀
行

（Ａ
Ｄ
Ｂ
）
が

１０
月
３
日
に
発
表
し
た
今
年
の
成
長

率
推
計
で
も
、
ア
ジ
ア
各
国
が
軒
並

み
予
想
を
下
方
修
正
す
る
な
か
、
フ

イ
リ
ピ
ン
は
４

・
８
％
か
ら
５

・
５

％
に
上
方
修
正
さ
れ
た
。
国
内
総
生

産

（Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
７
割
を
占
め
る
個

人
消
費
が
堅
調
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１
割

以
上
を
占
め
る
海
外
出
稼
ぎ
者
か
ら

の
送
金
が
順
調
な
た
め
で
も
あ
る
。

格
付
け
も
上
が
っ
た
。
ム
ー
デ
ィ

ー
ズ

。
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
ズ

・
サ
ー
ビ

ス
は
１０
月
２９
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
長

期
国
債
格
付
け
を

「
Ｂ
ａ
２
」
か
ら

「
Ｂ
ａ
ｌ
」
に
引
き
上
げ
た
。
「世
界

的
な
需
要
減
の
な
か
で
も
歳
入
が
伸

び
、
中
期
的
な
経
済
成
長
見
通
し
が

上
向
い
て
い
る
」
と
分
析
し
た
。

マ
ニ
ラ
詣
で
急
増
中

株
価
は
昨
年
来
、
つヽ
な
ぎ
登
り
だ
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
証
券
取
引
所
の
総
合
指

数
は
年
初
来
３０
回
以
上
、
最
高
値
を

更
新
し
て
い
る
。

通
貨
ペ
ソ
も
強
含
み
だ
。
株
や
不

動
産
価
格
が
上
昇
基
調
な
の
に
、
中

央
銀
行
は
１０
月
２５
日
、
政
策
金
利
を

３
カ
月
ぶ
り
に
０

。
２５
％
引
き
下
げ

た
。
ペ
ソ
一局
へ
の
危
機
感
か
ら
だ
。

海
外
か
ら
の
投
資
も
増
え
て
い
る
。

国
連
貿
易
開
発
会
議
の
発
表
し
た
世

界
投
資
報
生
呈
日に
よ
る
と
、
今
年
上

半
期
の
海
外
投
資
は
、
世
界
全
体
で

昨
年
同
期
比
の
８

・
４
％
減
、
東
南

ア
ジ
ア
で
５

ｏ
３
％
減
る
な
か
、
フ

イ
リ
ピ
ン
ヘ
は
１２

・
５
％
増
の
約
９

億
ド
ル
。

日
本
企
業
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
詣
で
が

連
日
報
道
さ
れ
る
が
、
ジ
ェ
ト
ロ
。

マ
ニ
ラ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
人
商
工

会
議
所
へ
の
視
察
も
急
増
中
だ
。
同

商
工
会
議
所
の
西
澤
正
純
事
務
局
長

に
よ
る
と
、
３
年
に

一
度
程
度
だ
っ

た
ミ
ツ
シ
ョ
ン
が
、
△
′年
に
入
っ
て

数
十
件
。
地
方
の
団
体
や
他
国
の
日

本
人
商
工
会
議
所
も
や
っ
て
く
る
。

ラ
ッ
シ
ュ
の
普
日景
に
つ
い
て
、
藤

井
伸
夫
同
副
会
頭
や
伊
藤
亮

一
ジ
ェ

晰
洟
鰊

ト
ロ
。
マ
ニ
ラ
所
長
の
見
方
は

一
致

す
る
。
ま
ず
円
高
が
あ
り
、
東
日
本

大
震
災
や
タ
イ
の
洪
水
で
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
寸
断
を
目
の
当
た
り
に
し

た
企
業
が
リ
ス
ク
分
散
を
図
っ
て
い

る
。
賃
金
高
騰
や
反
日
で
中
国
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ミ
ヤ
ン
マ
ー
は
イ
ン
フ
ラ
が
未
整

備
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
労
働
争
議

が
頻
発
中
だ
。
そ
う
し
た
消
去
法
で

浮
上
し
て
い
る
面
も
あ
る
。

す
ぐ
に
入
れ
る
工
業
団
地
が
あ
り
、

政
府
の
優
過
措
置
も
近
隣
国
に
見
劣

り
し
な
い
。
村
田
製
作
所
が
今
年
、

新
工
場
を
建
設
。
キ
ヤ
ノ
ン
も
来
年

一彗一■ ・

‥

―

賃孝躍

基地跡地を再開発したマニラ首都圏の「グロー
バルシティー」では、マンションやオフィスビル
の建設ラッシュだ

籍
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1お

プ
リ
ン
タ
ー
生
産
を
始
め
る
。

新
興
国
を
表
す
略
語
に
古
く
は
Ｎ

Ｉ

Ｅ

Ｓ

、

続

い

て

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

や

Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
あ
る
が
、
最
近
Ｖ

Ｉ
Ｐ
と
い
う
新
語
が
登
場
し
た
。
ベ

ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
イ
リ

ピ
ン
。

つ
い
に
新
興
国
の
仲
間
入
り

で
あ
る
。

平
均
年
齢
は
２２
ｏ
２
歳

も
と
も
と
１
９
６
０
年
代
ま
で
は

ア
ジ
ア
で
日
本
に
次
ぐ
経
済
力
を
誇

っ
て
い
た
が
、
開
発
独
裁
を
進
め
た

マ
ル
コ
ス
政
権
の
腐
敗
が
ひ
ど
く
、

経
済
は
破
綻
し
た
。
「ピ
ー
プ
ル
パ

ワ
ー
革
命
」
を
経
て
政
権
に
つ
い
た

コ
ラ
ソ
ン
・
ア
キ
ノ
大
統
領
は
相
次

ぐ
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
と
天
災
に
苦
し

ｔ
Ｌ
一ム

，

ｉ
溝

　

・
　

　

・　
ヽ

藤
井
副
会
頭
は

「事
件
が
多
発
す

る
の
は
、
マ
ニ
ラ
市
の
歌
舞
伎
町
の

よ
う
な

一
部
。
近
づ
か
な
け
れ
ば
さ

ほ
ど
問
題
は
な
い
」
と
い
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
経
済
開
発
庁
の

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
エ
ス
ゲ
ラ
次
長
は

「
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
め
ざ
す
ア

キ
ノ
大
統
領
（コ
ラ
ソ
ン
氏
の
長
男
）

の
姿
勢
が
海
外
で
も
一評
価
さ
れ
て
い

る
。
来
年
も
５
～
６
％
は
成
長
す
る

だ
ろ
う
。
政
権
の
終
わ
る
２
０
１
６

年
に
は
７
～
８
％
に
達
す
る
可
能
性

も
あ
る
」
と
楽
観
的
だ
。

こ
の
国
の
最
大
の
ウ
リ
は
、
豊
富

で
安
価
な
労
働
力
だ
。
最
近
は
ス
ト

も
少
な
く
、
賃
金
の
上
昇
率
も
比
較

的
安
定
し
て
い
る
。
英
語
が
公
用
語

で
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
フ
イ

ッ
ト
し
て
き
た
。

業
務
を
外
部
委
託
す
る
Ｂ
Ｐ
Ｏ

（ビ
ジ
不ヽ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

代
表
格
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
売
り

上
げ
で
、
フ
イ
リ
ピ
ン
は

一
昨
年
イ

ン
ド
を
抜
い
て
世
界

一
と
な

つ
た
。

主
に
米
国
企
業
が
２４
時
間
の
顧
客
対

応
の
た
め
フ
イ
リ
ピ
ン
に
拠
点
を
置

き
、
英
語
が
得
意
な
フ
イ
リ
ピ
ン
人

を
使
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。

ア
ジ
ア
各
国
で
少
子
化
が
進
む
な

か
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
例
外
だ
。

人
口
増
加
率
は
１
・
９
％
。
３
年

後
に
は
１
億
人
を
突
破
す
る
。
女
性

数
を
表
す
合
計
特
殊
出
生
率
は
３

・

１
。
ア
ジ
ア
で
群
を
抜
く
高
さ
だ
。

平
均
年
齢
も
２２

・
２
歳

（１０
年
）
で

近
隣
国
よ
り
は
る
か
に
若
い
。

成
長
率
７
％
の
予
想
も

背
景
に
は
、
国
民
の
８
割
が
信
奉

す
る
カ
ト
リ
ツ
ク
教
会
が
避
妊
も
堕

胎
も
産
児
制
限
も
認
め
な
い
こ
と
や
、

大
家
族
を
尊
び
、
子
ど
も
に
優
し
い

文
化
な
ど
が
あ
る
。

英
国
金
融
大
手
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
１
月
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
い
て

「今
後
４０
年

間
、
平
均
７
％
成
長
し
、

５０
年
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
世
界
１６
位
。
東
南
ア
ジ
ア
で

、■
Ｉ
し
■
オ
ニ

，
イ
　
・
ン
′．

大
胆
な
予
想
の
根
拠
は
、
生
産
年

齢
人
口
が
多
い
人
ロ
ボ
ー
ナ
ス
期
が

今
後
３０
年
は
続
き
、

５０
年
の
段
階
で

高
齢
社
会

（６５
歳
以
上
の
人
口
が
１４

％
以
上
）
に
突
入
し
て
い
な
い
ア
ジ

ア
唯

一
の
国
と
い
つヽ
と
こ
ろ
に
あ
る

よ
つヽ
だ
。

と
は
い
え
、
こ
の
ま
ま
経
済
の
上

昇
気
流
が
続
く
の
か
ど
う
か
、
半
信

半
疑
の
向
き
は
多
い
。

稼
い
だ
金
が
貯
蓄
や
イ
ン
フ
ラ
投

資
に
回
ら
ず
、
道
路
、
空
港
、
港
湾

と
い
っ
た
社
会
基
盤
は
脆
弱
な
ま
ま
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
く
、
電
力

供
給
が
不
宏
一ん
で
価
格
も
日
本
並
み

に
高
い
。
ポ
ピ
ユ
リ
ズ
ム
に
流
れ
が

ち
な
政
治
と
、
数
百
家
族
が
国
の
富

の
８
割
を
独
占
す
る
と
も
さ
れ
る
貧

富
の
格
差
の
大
き
さ
…
…
。
そ
う
し

た
経
済
構
造
の
根
本
は
変
わ
っ
て
い

な
い
か
ら
だ
。

４

ベ
ン
ジ
ヤ
ミ
ン
・
デ
イ
オ
ク
ノ
。
　
２

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
教
授

（元
予
算
管
　
乏

理
相
）
は

「大
統
領
の
支
持
率
が
高
　
Ａ２０

い
今
は
改
革
へ
の
好
機
。
し
か
し
前
　
ＡＥＲ

大
統
領
の
汚
職
追
及
に
ば
か
り
力
を
　
ｅｋｌｙ

入
れ
、
時
間
を
無
駄
に
し
て
い
る
。
Ｗｅ

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
人
材
育
成
、
外
資
　
ｂｕｎ

規
制
緩
和
な
ど
課
題
は
目
白
押
し
だ
　
ｓｈｌｍ

が
、
ペ
ソ
高
も
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
　
ａｈｌ

は
失
速
し
か
ね
な
い
」
と
整
一一星
口す
る
。　
Ａｓ

朝
日
新
聞
記
者

柴
田
直
治

（写
真
も
）
　

５‐

隆術認

夢

IP,

1131・

・
‐

1子'

菫確

合計特殊出生率は「世界人口
白書 2012J。 平均年齢は「国
連続計 2010年」。2050年
CDP予 想は「HsBCJ。 実質
経済成長率 (見 通し)は「アジ
ア開発銀行J(日本は対象タト)

め
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
エ
ス
ト
ラ
ダ
、

ア
ロ
ヨ
両
大
統
領
は
退
任
後
、
汚
職

な
ど
で
逮
捕
さ
れ
る
始
末
だ
。

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
を
中
心
に
反
政
府

勢
力
と
の
紛
争
が
絶
え
ず
、
首
都
圏

で
テ
ロ
も
続
い
た
。
三
井
物
産
や
銭

高
組
の
現
地
幹
部
が
誘
拐
さ
れ
た
り
、

日
本

の
犯
罪
者
が
逃
げ
込
ん
だ
り
。

治
安
が
悪
い
と
イ
メ
ー
ジ
を
落
と
し

て
い
た
。
企
業
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー
で

も
最
初
の
質
問
は
決
ま

つ
て
治
安
に

関
す
る
も
の
だ
と
い
う
。

こ
れ
が
大
き
く
改
善
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー

ジ
が
悪
す
ぎ
た
こ
と
も
あ
り
、
実
際

視
察
に
き
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
マ
カ

テ
ィ
市
な
ど
に
滞
在
す
る
と
、
「
そ

ん
な
に
悪
く
な
い
じ
や
な
い
か
」
と

フィリピンはどこへ

行っても子どもがい

つぱい。若者に+分
な教育を与えること
が発展の錠だが、予
算難もあり公立校の

設備や教育水準は貧
しいままだ/ル ソン

島中西部バンガシナ
ン州

ξ


